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7月 5日 予備水槽のオニカマスが死亡した(全長81.2cm・体長70.4cm・体高11.4cm) 0 199 
4年9月以降，他の10尾のオニカマスと共に飼育していたもので，最後に残ったl
尾であった。白浜町袋湾産で，当時は，全長約20cm。












































































9月29日 スギl尾(全長65cm，湿重2.8kg)を白浜漁業協同組合(瀬戸漁港)より購入し， 101 
号水槽(r軟骨魚類と中・大型回遊魚J)へ展示した。




































12月 5日 229号水槽(r磯の生物J)の水を抜き，大掃除した。成長したメジナ類は， 411-
1号水槽(rスズキ目J)と屋外水槽へ分配した。











































ケヤリ l個体を， 204号水槽(r環形動物 ゴカイ綱J)の底石σl上に収容・展示
したところ，約10分後には姿を消した。底石の聞に潜むオニイソメが捕食した
ものと考えられたため，翌日，水槽にアミ汁を混入して食欲をそそり，オキア
ミを餌にして釣糸(釣針金袖3号，ハリス1.5号)を垂らしてみた。まもなくオニ
イソメが石の隙聞から現われ，釣針にかかったが，口が切れて逃がしてしまっ
た。以前にも，ケヤリやホンケヤリが，展示直後に姿を消したことがあった
が，このオニイソメの仕業であったと思われる。一方，石灰質の棲管をもっオ
オナガレハナカンザシが捕食されることはなかった。このオニイソメは7月11日
に水槽掃除の際に取り出し，展示用として，別のケースの中に収容した(4.収集
.飼育・展示参照)。
オオアカヒトデ1個体(第3水槽棟予備水槽)が放精する様子を観察した(13:30-1 
4:00)。水槽壁面に付着した状態で体中央部と腕の先端部を持ち上げ，各腕の側
面部から白い精液がにじみ出て，約1tの水槽が白く濁った。
長期飼育していたニシキウミウシ(228-4号水槽)が死亡した。本年l月14日，南
部町堺港のエビ網干場で採集したものである。
オヨギイソギンチャクが，白浜町寒サ浦桟橋の係留ロープに多数付着してい
た。 20個体ほどを採集し， 402号水槽(r藻場J)に展示した。
サンゴイソギンチャク 12個体(403号水槽)の白化が急激に進行した(ここ数日の
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6. その他
飼育水温は約27.5"C)。
長期飼育のオオカイカムリ(♂，甲幅13cm，211号水槽)が死亡した。 1998年12月
15日に入館したもので，当時の甲幅約10cmであった。飼育期間中に少なくともl
度の脱皮を確認した。
13:30頃， 101号水槽で，ギンガメアジl尾(全長約50cm)の体色が黒っぽく変色
し，他の同種個体を追尾しているのが観察された。産卵に至ったかどうかは不
明。
ホンダワラコケムシが，白浜町寒サ浦桟橋の係留ロープに多量に付着してい
た。一部の群体を採集し， 228号水槽に展示した。
エラブウミヘビ(全長120cm.湿重880g・死亡個体)が実験所の南浜に漂着した。
ノ、ナガササンゴ1群体(201号水槽)に付着していた4個体の巻貝(殻長約2cm)を同
定したところ，クチムラサキサンゴヤドリガイであった。同定後，水槽の底砂
の上に1個体を置いたところ， 5時間後には，砂上約30cm上方の石段の上に置か
れたハナガササンゴに戻っていた。砂上にはこの貝が這ったと思われる跡が，
真直ぐハナガササンゴ、の方向に残っていた。
シマキッカイソギンチャクl個体(201号水槽の底砂上に開く)が，石組みの方か
らすぐそばに伸びてきたサンゴイソギンチャクを避けるように，元の場所から2
Ocmほど移動した。
11月26日，サンゴ、モ類がびっしりと付着した石10個(直径10-20cmを番所崎の潮
間帯で採取し.403号水槽(r岩礁J)の石組みの上に置いてみた。 28日14時の観
察では， 3個の石でサンゴ、モ類はすっかり刈り取られ，サンゴモ類が残っている
他の石には，シラヒゲウニ・ラッパウニ・トックリガンガゼモドキが乗ってい
た。また，ハクセンスズメダイ・ネズスズメダイ・ニシキベラが，サンゴモ類
が残っている石の表面を盛んにつつく行動も観察された。 22時の観察では，ウ
ニ類のほかに，ニシキウズガイ・ヤクシマダカラガイがこれらの石に群がって
いた。 11月30日には，すべての石でサンゴモ類がすっかり刈り取られてしまっ
ていた。
ハリセンボン270尾の死亡個体(全長77-111mm)が，実験所の北浜一帯に漂着し
た。
アオウミガメー頭の死亡個体(甲長83cm)が.実験所北東側の浜に漂着した。計
測後，その場に埋めた。
6月21日 第3水槽棟と第4水槽棟との隙間にできたシロアリの巣を，業者が駆除した。
10月 3・13日・ 12月15日
第l水槽棟3階に保管しである標本を，総合博物館に移管するにつき，運送業者
が搬出調査に訪れ，案内した。
12月19日 第l水槽棟3階の魚類液浸標本・ウミガメ剥製・岩石標本および宿舎前に置かれ
ていたイワシクジラ骨格標本を，運送業者が梱包・運び出し作業を行い，総合
博物館への移管が終了した。
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